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（仮称）豊野公園整備基本構想・基本計画策定支援業務委託 提案書評価基準 

 

１ 概要 

  提案者の提案書に対して次に定める基準に従った方法により評価する。 

 

２ 評価方法 

(1) 評価者 

   「（仮称）豊野公園整備基本構想・基本計画策定支援業務委託に係る公募型プロポー

ザル評価委員会」（以下「評価委員会」という。）を設置し、各委員が各提案について

それぞれ評価を行う。 

 

(2) 提案書の評価及び採点方法 

   提案書の評価は、提案者から提出された提案書をもとに、プレゼンテーションを通

じてそれぞれ次の基準により評価を行うこととする。 

提案書の採点方法は、プロポーザル実施要項に記載のⅢ提案書について、提案書の

構成それぞれに割り当てられた配点に評価採点表の重点係数を乗じて得た値を採点結

果とする。 

 

 □評価基準（評価項目１～２） 

  参加者の絶対評価により評価を行う。 

項目の評価 評価点 

 特に優れており、極めて満足できる ５ 

 十分に考慮され、優れている ４ 

 考慮されており、ほぼ満足できる ３ 

 考慮されているが、不足がある ２ 

ほとんど考慮されておらず、極めて不足である １ 

 全く考慮されておらず、記載がない ０ 

 

 □評価基準（評価項目３） 

  提案者の見積額について、次の考え方に基づいて得点化を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 提案者中の、見積額が最低となった提案に対し、５点を評価点とする。 

 他の提案者については、次の数式で算出した点数を評価点とする。  

 見積額を税抜きで算定し、小数点以下切り捨てて得た点数を評価点とする。  

 【提案価格評価点の計算式】 

                      最低の見積額 

                        見積額 

                   

評価点 ＝ 配点５ × 
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３ 評価項目の設定 

  次のとおり、評価項目を設定する。 

評価項目 評価事項 評価基準 

１ 内容 

（１）業務遂行 

ア 業務を適正かつ確実に遂行する

ことが可能か 

イ スケジュールは適切に見込まれ

ているか 

ウ 打合せなど無理なく業務を行う

ような配慮はあるか 

（２）調査、分析、調整 

ア 利用者のニーズを的確に調査で

きるような内容か 

イ 先進事例、トレンドなどの情報

を分析しているか 

ウ 地域との合意形成方法は適切か 

（３）将来像と整備方針 

ア 立地特性やポテンシャルを最大

限活かした内容か 

イ 魅力的なコンセプトの提案か 

（４）公民連携事業 

ア 民間活力を導入できるような内

容か 

イ 実現できる具体的な手法の提案

か 

（５）持続可能な運営 

ア 利用者が多くなるような提案か 

イ 市の財政負担が少なるなるよう

な提案か 

２ 業務実績 

 

（１）業務を適切に実施するため

の知識や能力、実績を有し

ているか 

ア 本業務に関する十分な知見・ノ

ウハウを有しているか 

イ 公民問わず類似業務の実績とそ

の内容は、本業務を実施するに

当たり十分であるか 

３ 見積額 
評価＝最低見積書金額／見積書金額×５ 

※評価点数は、税抜きで算定し、小数点以下切り捨てとする。 

 

４ 受託候補者の選定 

  提案者の提案内容により、評価基準に基づき独立して提案者の提案の優劣を判定し評

価委員会において、委員の判定に基づく採点の合計点により基準点以上を満たす者の中

から一位の者を決定する。 

  ただし、最高点の者が複数いる場合は、業務内容及び業務実績の評価点合計が最も高い者
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を受託候補者として選定する。なお、総合評価点が同点で、かつ、業務内容及び業務実績の

評価点合計が同点である者が複数いる場合は、評価委員会委員長の総合評価点の高い者を受

託候補者として選定する。 

 

５ 提案者が１者又は参加申込みがない場合の取扱い 

  提案者が１者のみの場合であっても評価は実施し、評価の結果において基準点を満た

すときは当該参加者を受託候補者とする。また、基準点に満たない場合、又は提案者の

参加が無い場合は再度検討する。 

  なお、基準点は６０点とし、総合評価点を委員の数で除して算出した値と比較する。 


